
令和２年度

年　　　　報

福岡市立西部療育センター

社会福祉法人 福岡市社会福祉事業団



 

 

遊び 夢 26 

 表紙の絵は、福岡市内にお住いの障がい児・者とそのご家族

によびかけて集まった、多くの応募作品の中から選ばれた26点

の作品をそのまま使って壁画としてデザインしました。 

 楽しい遊びやみんなの笑い声が聞こえ、未来の夢も見えてき

ます。 



20年目を迎えて 
 

福岡市立西部療育センターは令和３年度で開設２０年目をむかえました。平成１４年開設以来、西障

がい者フレンドホームとともに福岡市西部地域の障がい児者の方々に、福祉サービスを提供する拠

点施設としての役割を果たしてまいりました。ですが令和２年度、指定管理者の変更がおこなわれ

たため、本年報では福岡市立西部療育センター単独の報告をさせていただくことになりました。ご

周知くださいますようよろしくお願いいたします。 

令和３年度も、令和元年度の終わりから続くコロナウイルス感染症流行に日常生活全般において

様々な影響を受ける状日々が続きました。感染予防の取り組みが日常となる中で、日本では１１月の

感染状況は昨年夏以降最も低い水準だと報告されましたが、世界的には再度感染者数が増加してい

ることもあり、残念ながら予断を許さないようです。当センターでの療育体制もまだまだ従来通り

とはいかず、職員一同臨機応変に体制を工夫しながら日々取り組んでおります。利用者の皆様、関

係者の皆様にはご不便をおかけしましたことをお詫び申しあげますとともに、ご理解ご協力いただ

きましたことに感謝申し上げます。 

近年、療育機関への新規受診児は持続的に増加しています。特に発達障がい児（発達の凸凹があ

る子ども達）の割合が高くなっています。これは当センターに限られたことではなく、福岡市内の

他２つの療育センターは言うまでもなく、全国でも同様の傾向を認めています。その原因や病態そ

のものについては世界中で研究が進められている段階です。いずれにせよ「早期療育」はその子ど

も達の人生において、「生きやすく」社会に適応していくために有効かつ重要だと認められています。

しかしそのニーズにわれわれ療育専門機関が十分にこたえることができているとは言い難く、受診

待機期間の延長はなかなか解消されない状況が続いています。また、発達特性のある子どもの養育

者は（保育園や幼稚園の関係者含め）、「子育て困難感」を抱えていることが少なくありません。そ

の結果残念ながら好ましくない養育や教育になってしまうと、子どもに長期にわたり精神的なダメ

ージを与えてしまうこともあります。これらの現状をふまえ、今後「アウトリーチ型」の支援が必

要と考えられています。西部療育センターでは福岡市から委託を受けて平成２１年度から障がい児特

別支援保育、平成２８年度から私立幼稚園障がい児支援事業に専任の訪問支援保育士が携わっており

ます。訪問支援保育士は要請をいただいた保育園や幼稚園を訪問し、実際に対象児に接しながらそ

の子にとって好ましい対応を関係者と一緒に話し合い、必要時助言することを行っております。さ

らに地域の皆様により身近に西部療育センターを感じていただけるよう西区内に住む０歳から２歳

児とその養育者を対象に親子遊びや育児相談を行う子育てサロン「きらきら広場」を開設しており

ます。また、障がいの重度重複化に伴い増加している様々な医療的配慮やケアが必要な児に対して、

療育や支援の提供に取り組んでおります。 

これら当センターの事業は今年度のべ８６名のボランティアの方々のお力添えのもと成り立って

おります。この場をお借りして心から感謝申し上げます。これからも職員一同、子ども達と家族の

皆様や関係者の方々に寄り添った支援を心がけてまいります。今後ともご支援ご協力の程をよろし

くお願いいたします。 

 

福岡市立西部療育センター 診療担当課長  

八坂 知美 
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第 １ センターの概要 
 

 

１ 沿 革 

 

  福岡市では、心身障がい福祉センターを中核として医療機関、保健所、児童相談所等の関

係機関との連携のもと、肢体不自由児通園施設、知的障がい児通園施設の療育サービスを行

ってきたが、肢体不自由児通園施設が対象年齢により市内に実質１カ所しかなく、児童・保

護者の負担が大きいこと、また知的障がい児通園施設においても姿勢・運動・言語の訓練等、

医療的なケアの必要性がたかまっていたことから、地域の核となる新たな療育センターの整

備について検討がなされてきた。その結果、平成１１年度に「療育センター基本計画」が策

定され、市内の東部及び西部に療育センターを整備することが定められた。 

  また、身体障害者福祉センター（Ｂ型）「障がい者フレンドホーム」が昭和６２年度から市

内各行政区に順次整備されてきたが、６カ所目となる「西障がい者フレンドホーム」は在宅

障がい者デイサービス施設として、西部療育センターに併設されることになった。 

  西部療育センター・西障がい者フレンドホームの設計については、利用者や施設関係者の

要望・意見を踏まえて行い、平成１２年１２月に着工、同１４年４月にオープンした。 

  なおこれに伴い、昭和５１年度の開所から城南区において療育サービスを行ってきた「福

岡市立みずほ学園」は閉園した。 

 

 平成６～７年度   

 ●「障がい児療育センター研究会」 

  福岡市における障がい児の現状及び先進他都市の状況を調査し、必要とされる療育機能や

施設形態等について調査・研究を実施。 

  平成 ６ 年 ８ 月３１日～ ８ 年 ３ 月２７日 研究会（計５回） 

  平成 ７ 年 ３ 月１３日～１６日 他都市視察 

 

 平成８年度   

 ●「障がい児療育センター基本構想策定委員会」 

 療育センターの基本構想の策定。 

  平成 ８ 年 ７ 月２４日～ ９ 年 ３ 月２７日 委員会（計３回） 

  平成 ８ 年 ９ 月 ３ 日 他都市調査 
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 平成９年度   

 ●「障がい児療育センター基本計画検討委員会」 

 療育センター基本計画の策定。 

  平成 ９ 年 ６ 月 ２ 日～１０年 １ 月３０日 委員会（計２回） 

  平成 ９ 年 ６ 月１１日～ ９ 月３０日 作業部会（計１３回） 

  平成１０年 ３ 月２７日 検討案作成 

 

 平成１０年度   

 ●平成９年度の検討案に基づき基本計画を策定。 

  平成１０年 ９ 月 ８ 日 調整会議 

 

 平成１１年度   

 ●療育センター基本計画 

  平成１１年 ５ 月１０日 策定 

 ●「西部療育センター及び西障がい者フレンドホーム基本・実施設計作業チーム」 

  平成１１年 ６ 月２２日～ ９ 月３０日 検討会（計５回） 

 ●基本設計 

  平成１１年１０月１８日 策定 

 

 平成１２年度   

 ●実施設計 

  平成１２年 ８ 月１４日 策定 

 ●工事 

  平成１２年１２月１９日～１４年 ２ 月２８日 工事 

 

 平成１３年度   

 ●福岡市社会福祉事業団事務局における開設準備室 

  平成１３年 ４ 月 １ 日 設置（専任職員２名、兼任職員８名） 

  平成１４年 ３ 月 １ 日 兼任職員を専任職員とした 

 

 平成１４年度   

 ●開所 

  平成１４年 ４ 月 １ 日 開所 

  平成１４年 ４ 月 １ 日 フレンドホーム利用受付開始 

  平成１４年 ４ 月 ４ 日 落成式 

  平成１４年 ４ 月 ８ 日 第１回入園式（通園療育開始） 

  平成１４年 ４ 月 ９ 日 診察所診察業務開始 

  平成１４年 ５ 月 １ 日 デイサービス業務開始 

 （運営：福岡市身体障害者福祉協会） 

  平成１４年 ６ 月 ４ 日 肢体不自由児単独通園開始 
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 平成１６年度   

 平成１６年 ４ 月 １ 日 通園児定員６０人を７０人に定員増 

 平成１６年 ７ 月 １ 日 短期入所事業開始 

 

 平成１８年度   

 平成１８年１０月 １ 日 通園施設契約制度へ移行 

 平成１８年１０月 １ 日 日中一時支援事業開始（旧短期入所事業） 

 

 平成１９年度   

 平成１９年 ４ 月 １ 日 生活介護事業開始（旧デイサービス事業） 

 （運営：福岡市身体障害者福祉協会） 

 

 平成２０年度   

 平成２０年１２月 障がい児保育訪問支援事業試行 

 

 平成２１年度   

 平成２１年 ４ 月 １ 日 障がい児保育訪問支援事業開始 

 平成２１年１１月 １ 日 発達障がい児（知的障がいを伴わない）

の日中一時支援事業開始 

 

 平成２２年度   

 平成２２年 ９ 月１７日 地域子育て支援「きらきら広場」開始 

 平成２２年１０月 １ 日 日中一時支援事業 緊急特別枠開始 

 

 平成２３年度   

 平成２３年 ４ 月 １ 日 通園児定員の１２５％受入 

 

 平成２４年度   

 平成２４年 ４ 月 １ 日 児童福祉法改正により、児童発達支援セ

ンターとなる 

 平成２４年１１月 開設１０周年記念誌発行 

 

 平成２８年度   

 平成２８年 ４ 月 １ 日 児童発達支援事務所「分園すてっぷ南庄」

開所 

 私立幼稚園障がい児支援事業開始 

 

 平成３０年度   

 平成３０年 ４ 月 １ 日 居宅訪問型児童発達支援事業開始 

 

 令和元年度   

 令和 ２ 年 ３ 月３１日 西障がい者フレンドホームの指定管理者

としての指定終了 
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３階　機能訓練部門・通園部門（親子通園） ４階　診察室・相談室・管理部門

５階　屋上広場

受付

スタッフルーム

浴室２

配膳室

講習室
（中）

調理室

講習室
（小）

２階　通園部門（プール）・西障がい者フレンドホーム

プール
更衣室

相談室 西ﾌﾚﾝﾄﾞ
ﾎｰﾑ

事務室

階段
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２ 各階の平面図 
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３ 業務の概要 
 

児童発達支援センター 定員70名 

のびのび園（３～５歳児） 

 知的障がい児単独通園（３～５歳）／週５回 ７クラス（くま･うさぎ･こあら 

 きりん･ぞう･りす･ぱんだ組）  肢体不自由児単独通園（５歳）／週５回 

 肢体不自由児親子通園（４歳）／週５回 １クラス（らいおん組） 

 肢体不自由児親子通園（３歳）／週３回 １クラス（ぺんぎん組） 

きらきら園（１～２歳） 

 知的障がい児親子通園（２歳）／週２回 ２クラス（ひよこ・ことりＡ･Ｂ組） 

 知的障がい児親子通園（１歳）／週１回 １クラス（ひよこ・ことりＣ組） 

 肢体不自由児親子通園（２歳）／週２回 １クラス（はとＡ組） 

 肢体不自由児親子通園（１歳）／週１回 １クラス（はとＢ・Ｃ組） 

 診療所              小児科、リハビリテーション科、児童精神科 

 診察・発達相談  

 訓練・支援         理学療法・作業療法・言語療法 

障がい児等療育支援事業 

在宅訪問による療育支援  来所困難児・重症児家庭訪問 

  重症心身障がい児（者）巡回訪問支援事業 

外来による療育支援  個別療育・経過相談 （主に月２回以下） 

  グループ療育 

      

・０歳児のグループ 

・幼稚園、保育園在籍児のグループ 

・諸事情により通園困難な児童のグループ 

施設訪問による療育支援  幼稚園・保育園・学校等への援助 

 障がい児相談支援事業 

特定相談支援事業 

障がい者相談支援事業 

 
 相談支援専門員（コーディネーター） 

 による相談支援・生活支援利用計画作成   
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特別支援保育（さぽ～と保育）訪問支援事業 

私立幼稚園障がい児支援事業 

保育所等訪問支援事業 

居宅訪問型児童発達支援事業 

啓発に関する事業   ・地域の子育て支援「きらきら広場」  ・公開講座 

日中一時支援事業 

 単独通園 分園すてっぷ南庄（児童発達支援事業） 定員10名 

 親子通園 
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４ 人員配置 

係長（１） 

通園係 社会福祉職（児童指導員）・保育士 

児童指導員・保育士（特定業務任用職員）（16） 

係長（１） 

社会福祉職（発達相談員・コーディネーター）（６） 
センター長 

言語聴覚士（２） 
(欠) 

理学療法士（２） 

作業療法士（２） 
次 長 相談係 

ケースワーカー（特定業務任用職員）（１） 

発達相談員（特定業務任用職員）（４） 

外来療育・訪問保育士（特定業務任用職員）（２） 
副主幹 

看護師（特定業務任用職員）（２） 
   (小児科医) 

係長（１） 

社会福祉職（事務員）（１） 

管理係 事務員（特定業務任用職員）（１） 

 栄養士（特定業務任用職員）（１） 
 

調理業務員（特定業務任用職員）（２） 

分園すてっぷ 
児童指導員・保育士（特定業務任用職員）（４） 南庄 

 

５ 通園・訓練までの流れ 

 相 談 ・ 診 断 ・ 判 定  

電話 
相談 

 

 

小 児 科 
受 付 

発達検査 

初回診断 その他の評価 

・理学療法士 
・作業療法士 
・言語聴覚士 

ケースワーク 

     
 

 
サービス 
方針会議 

 

 

 

 

 

通 園 

 医 療  

相談支援  （運動訓練）  

 （言語訓練）  
     

障がい児等 
療育支援事業 

 

日中一時支援 

 

分 園   
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６ 福岡市の療育システム 
 親子通園・親子同伴利用  児童の単独通園 

サービス
の種類 

障がい種別 施設名 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳以上 

通 
 

園 
 

療 
 

育 

知的障がい 
発達障がい 

西部療育センター 
東部療育センター 
めばえ学園 

       

あいあいセンター        

しいのみ学園 
ゆたか学園 
こだま 
ｊｏｙひこばえ 
野の花 
さくら園 

      

 

肢体不自由 

西部療育センター 
東部療育センター 
あいあいセンター 
あゆみ学園 

      

 

聴覚障がい あいあいセンター 
 
 

     
 

視覚障がい あいあいセンター 
 
 

     
 

（
訓
練
・
個
別
療
育
等
） 

外
来
診
療
・
支
援
事
業 

知的障がい 
発達障がい 

西部療育センター 
東部療育センター 
あいあいセンター 

      
 

言語障がい 
西部療育センター 
東部療育センター 
あいあいセンター 

      
 

肢体不自由 

西部療育センター 
東部療育センター 
あいあいセンター 
あゆみ学園 

      

 

聴覚障がい 
視覚障がい 

あいあいセンター 
      

 

児童発達支援事業所 

すてっぷ南庄 
すてっぷ松香台 
すてっぷ長浜 
すてっぷ大池通り 
ｊｏｙとびっこくらぶ 

      

 

 

就 
 
 
 
 

学 

福岡聴覚特別支援学校幼稚部 

福岡視覚特別支援学校幼稚部 

（ 形 態 は 事 業 所 に よ る ）
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第 ２ 相 談 事 業 
 

 

 西部療育センターの相談窓口として、様々な相談に応じながら、専門スタッフによる診断・

判定などにより、一人ひとりの発達状況に応じた支援方針を検討し、必要に応じた療育・訓練

などの援助へつないでいくことを主な目的としている。 

 

 

１ 診療部門 

 

 (1) 概 要 

   西部療育センターは福祉施設であるとともに、健康保険医療機関としての診療所でもあ

る。機能訓練や療育・相談などを希望される方（原則として福岡市内西区、早良区在住者）

に対して、各診療科（小児科、リハビリテーション科、精神科）の医師が医学的見地から

相談に応じ、加えて発達相談員、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、ケースワーカー、

相談支援専門員、看護師等の他職種と連携の下、外来訓練、外来療育、あるいは通園療育

などの方針を検討し保護者に提示している。必要に応じて訓練の処方を行い、また通園児

の定期健康診断や健康管理を行っている。 

 

 (2) 業務内容 

  ア 医学的診断（診断書作成を含む） 

  イ 療育方針や訓練処方 

  ウ 経過観察指導（障がいの状態や発育状況の把握） 

  エ 通園児の健康管理 

    ① 定期健康診断 

    ② 肢体不自由児通園部門通園児の来所時健康チェック 

    ③ 医療ケア必要児への対応 

    ④ 療育看護 

  オ 外来療育グループ（ちょうちょグループ、ありんこグループ、たんぽぽグループ） 

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、今年度は実施を中止した。 

  カ 食事栄養相談 

  キ 育児相談 

  ク 小児科診察相談会の小児科医師派遣（ゆたか学園・野の花） 

  ケ 保健福祉センター乳幼児健康診査への小児科医師派遣 

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、今年度は実施を中止した。 

  コ 他の医療機関との連携 
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 (3) 診療・スタッフ 

 診 療 科 目 

月 小児科・精神科（隔月１回） 

火 小児科・精神科（月１回） 

水 小児科・リハビリ科（奇数月２回） 

木 小児科・リハビリ科（偶数月２回） 

金 小児科・精神科（隔月１回） 

 

  ○各科の医師 

    小児科医         常 勤 １名  非常勤 ４名 

    リハビリテーション科医  非常勤 ５名 

    精神科医（児童精神科医） 非常勤 ３名 

  ○看護師 

    特定業務任用職員 ２名 

 

 (4) 診断・診察状況 

  ア 診察件数 （単位：件） 

区  分 総  数  小 児 科 リハビリ科 精 神 科 

総  数 １，２９５  １，１３２ １３８ ２５ 

初  診   ５６４    ５２６  ２３ １５ 

再  診   ７３１    ６０６ １１５ １０ 

 

  イ Ｘ線撮影状況 

区  分 撮影日数 撮影実人数 撮影延べ人数 

総  数 ２０ ３４ ４４ 

   ※Ｘ線撮影の設備がないため西区保健福祉センターに協力していただいている。 
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 (5) 新規受付児の疾患別状況 
（新規受付児：総数 ５２６人)＊１ 

疾患名 総 数 ０～５ヶ月 ６～11ヶ月 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳以上 

脳性運動 

障 が い 

脳 性 麻 痺 １１ 

１５ 

１ 1 ３ ２ ４ － － － 

脳性麻痺のリスク ４ － １ － ２ １ － － － 

そ の 他 － － － － － － － － － 

他の運動

障 が い 

筋 疾 患 １ 
２ 

－ － １ － － － － － 

そ の 他 １ － － １ － － － － － 

運動発達

遅 滞 

運 動 の 遅 れ 2 
１２ 

－ － ２ － － － － － 

低 緊 張 １０ － １ ７ － ２ － － － 

先天異常 

ダウン症候群 ４ 

１５ 

－ ２ １ １ － － － － 

他の染色体異常 ３ － １ ２ － － － － － 

奇 形 症 候 群 ５ １ １ ３ － － － － － 

脳 奇 形 － － － － － － － － － 

神経皮膚症候群 １ － － － １ － － － － 

口 蓋 裂 ２ － － － － １ － １ － 

発 達 

障がい 

自 閉 症 ＊２ － 

４８２ 

－ － － － － － － － 

広汎性発達障がい ＊３ ２６４ － － ９ ８０ ８３ ４６ ３７ ９ 

高機能広汎性発達障がい＊４ １４６ － － ３ １３ ２６ ３８ ５０ １６ 

特異的発達障がい ＊５ １７ － － － ３ １ ２ ９ ２ 

Ａ Ｄ Ｈ Ｄ ５５ － － － ２ ８ １５ ２５ ５ 

そ の 他 ＊６ － － － － － － － － － 

精神遅滞 

精 神 遅 滞 １８６ 

３３３ 

－ － ５ ５１ ７３ ３４ ２０ ３ 

精神遅滞（境界域） １３０ － － ５ ３７ ３１ ２１ ２７ ９ 

精神運動発達遅滞 １７ － ６ １１ － － － － － 

て ん か ん ４ ４ － １ － － １ － ２ － 

代 謝 性 疾 患 － － － － － － － － － － 

内 分 泌 疾 患 ７ ７ － － １ － ３ ３ － － 

情 緒 障 が い ５ ５ － － － － １ １ ２ １ 

言語発達の遅れ ＊７ ４ ４ － － １ １ １ － １ － 

構 音 障 が い ＊８ ３８ ３８ － － － １ ３ ９ ２２ ３ 

後天性失語症 － － － － － － － － － － 

吃     音 １６ １６ － － － ２ １ ５ ７ １ 

聴 覚 

障がい 

感 音 難 聴 １ 

３ 

－ － － － － １ － － 

伝 音 難 聴 １ － － － － － １ － － 

混 合 難 聴 － － － － － － － － － 

疑 い １ － － － － － － １ － 

視 覚 

障がい 

盲 ・ 光 覚 － 

５ 

－ － － － － － － － 

弱 視 － － － － － － － － － 

そ の 他 ５ － － － ２ ２ １ － － 

正     常 － － － － － － － － － － 
 
注）＊１ 複数の疾患名をあわせもつ場合は、それぞれの疾患名を計上している。 

  ＊２ 知的な遅れを伴う自閉症を計上している。 

  ＊３ 知的な遅れを伴う特定不能の広汎性発達障がいを計上している。 

  ＊４ 知的に遅れのない広汎性発達障がい（アスペルガー症候群、高機能の自閉症を含む）を計上している。 

  ＊５ 言語性ＬＤや発達性言語障がい、発達性協調運動障がいを含む。 

  ＊６ 分類が難しい発達障がい児を計上している。 

  ＊７ 難聴、精神遅滞、脳性麻痺に基づくものは除いている。 

  ＊８ 難聴、精神遅滞に基づくものは除いている。 
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２ 相談部門 

 

 (1) 概 要 

   関係機関からの紹介、あるいは保護者からの直接の相談により受診を受け付ける。医師

の診察と併せて心理判定を行い、必要に応じてケースワーカー面接を実施した上で今後の

サービス方針を検討・実施している。 

 

 (2) 新規相談受付児の状況 

   当センターとして新規受付児数は５２６人であった。うち、当センターと心身障がい福

祉センター（あいあいセンター）、東部療育センターが相互に重複しない真の新規受付児数

は５１６人である。市全体の新規受付児数は１，７０８人であり、内訳は当センターが５

１６人、あいあいセンターが７９３人、東部療育センターが３９９人であった。 

   当センターの新規受付児数は、昨年よりやや増加。来所時年齢別では、昨年同様全体の

約半数を２・３歳児が占めている。 

 

  ア 地区別 （単位：人） 

区 分 総 数  東 区 博多区 中央区 南 区 城南区 早良区 西 区 市 外 

西 部   ５１６    １   －   －   －  － ２１８ ２９５  ２ 

市 全 体 １，７０８  ４０３ ２２５ １６９ ２４９ １２６ ２２５ ２９６ １６ 

注）市全体：西部療育センター、東部療育センター、心身障がい福祉センターの新規受付児の合計数 

 

  イ 来所経路別 （単位：人） 

区 分 

総

数 

医

療

機

関 

保

健

所 

児
童
相
談
所 

施

設 

保

育

園 

幼

稚

園 

学

校 

そ
の
他
の
行
政 

マ
ス
メ
デ
ィ
ア 

知

人 

そ

の

他 

西 部 ５１６  １００ １１３  ６  ２５ １１３  ５２ １ １８  ５２ １９ １７ 

市 全 体 １，７０８  ３６７ ４４９ １９ １４３ ３４３ １３１ ３ ４０ １４２ ５２ １９ 

 

  ウ 来所時年齢別 （単位：人） 

区 分 総 数  ０ 歳 １ 歳 ２ 歳 ３ 歳 ４ 歳 ５ 歳 ６ 歳 
学 齢 
以 上  男 女 

西 部 ５１６   ７  ３１ １０７ １３１  ９６ １１３ ３１ －    ３８８ １２８ 

市 全 体 １，７０８  ６３ １３５ ３８３ ４２５ ３１４ ２９９ ８９ －  １，２６３ ４４５ 

注）年齢区分は初診時の暦年齢による 



－ 13 － 

  エ 発達診断種別 （単位：人） 

区 分 

総 
 

 
 

数 

精

神

遅

滞 

精
神
運
動
発
達
遅
滞 

発

達

障

が

い 

精
神
発
達
の
遅
れ 

言
語
発
達
の
遅
れ 

運
動
発
達
の
遅
れ 

脳
性
運
動
障
が
い 

そ
の
他
の
運
動
障
が
い 

聴

覚

障

が

い 

構

音

障

が

い 

吃

音 

脳
性
言
語
認
知
障
が
い 

視

覚

障

が

い 

情

緒

障

が

い 

異

常

な

し 
そ

の

他 

西 部  ５１６   ３３ １５ ４００ １８  ９  ２ １０ ３  － １８  ６ － －  － １ １ 

市全体 １，７０８  ２５３ ８０ １,０８６ ５７ ４８ １０ ２８ ６ ２７ ６６ ３１ － ５ ３ ３ ５ 
 
注）１ この分類基準は心身障がい福祉センターの基準に基づく。 

  ２ 発達相談員が発達状況をチェックし、その結果に基づいてとらえた発達状態と障がいの原因や予後を考慮して障

がい種別の分類を行っている。 

  ３ 重複して障がいをもつ場合は、優先する何れかの障がいに単一分類している。 

  ４ 以下の障がい種別の分類は次の基準による。 

    ・精神遅滞 精神発達に遅れがみられ、しかもその遅れが将来も残ると予想される子ども 

    ・精神運動発達遅滞 精神発達、運動発達ともに遅れがみられるが麻痺はなく、概ね３歳未満で未歩行の子ど

も 

    ・発達障がい 対人的関心の希薄さ、注意転導、多動などの行動障がいや認知力のアンバランスなどの

特異な精神発達がみられる子ども 

    ・精神発達の遅れ 精神発達に遅れがみられるが、将来は正常域に入ると予想される子ども 

    ・言語発達の遅れ 言語発達に遅れがみられるが、将来は正常化すると予想される子ども 

    ・運動発達の遅れ 運動発達に遅れがみられるが、将来は正常化すると予想される子ども 

    ・脳性運動障がい 中枢神経系の障がいによる四肢、体幹の運動機能障がいがみられる子ども 

    ・その他の運動障がい 中枢神経系の障がい以外の原因によって起こる運動機能障がいがみられる子ども 

    ・異常なし 主訴は様々であっても、正常と診断される子ども 
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 (3) 発達相談部門 

   発達相談部門では、発達相談員が発達相談を担当し、発達・知能検査と行動観察による

発達診断及びカウンセリングや個別療育、訪問支援などの発達支援を行っている。また必

要に応じてケースワーカーや相談支援専門員による相談や調整も行っている。 
 
  ア 相談・療育人数 （単位：人） 

総数  通園 外来 見学引率 
１，７６２  ８６ １，６３１ ４５ 

注）１ 相談・療育人数には、心理面接・ケースワーカー面接・個別療育・グループ療育件数を計上。電話相談は計上していない。 

  ２ 外来には発達相談パート在籍児を含む。 

 
  経 過 相 談：療育は当面必要としないが発達の経過を見ていく必要がある子ども、家庭

の事情などで療育に入れない子どもへ継続的な発達相談を行う。 

  個 別 療 育：幼稚園、保育園での集団適応上に困難さをもつ子どもに対して月１～２回

の定期的な個別療育を行う。 

  グループ療育：育児支援の一環として、また発達障がい児のソーシャルスキルの向上のた

め月２回の定期的な少人数グループ療育を行う。 
 
  イ 発達相談部門在籍児 （単位：人） 

区 分 総 数  ０歳未満児 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 学齢児 
総 数 １，２０８  －  ９ ５９ ２００ ２１１ ３２７ ４００  ２ 

個 別 療 育     １  －  －  －   －   －   －   １  － 
グループ療育    １０  －  －  －   ４   －   －   ６  － 
経 過 相 談 １，１９４  －  ８ ５８ １９６ ２１０ ３２７ ３９３   ２ 
助 言 の み     ３  －  １   １   －    １   －   －  － 

注）年齢区分は令和２年４月１日現在の年齢による。０歳児未満児とは、令和２年４月２日以降に生まれたもの。 

 
  ウ 発達障がい種別 （単位：人） 

区 分 総 数  ０歳未満児 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 学齢児 
総 数 １，１９７ － １０ ６８ ２０１ ２１１ ３６５ ３４２  － 

精 神 遅 滞    ８５  －  －  ２  １１  １８  ２７  ２７  － 

精神運動発達遅滞    ６０  －  ３  ２   ８  １４  ２０  １３  － 
発 達 障 が い   ９１４  －  ４ ５９ １６２ １４７ ２８０ ２６２  － 
精神発達の遅れ    ５７  －  －  ２   ７  １４  １９  １５  － 
言語発達の遅れ    ３０  －  －  －   ５   ５   ８  １２  － 
運動発達の遅れ    １４  －  １  １   ５   ２   １   ４  － 
脳性運動障がい     ６  －  １  －   －   １   ３   １  － 
その他の運動障がい     ４  －  １  １   １   －   －   １  － 
聴 覚 障 が い     １  －  －  －   －   １   －   －  － 
構 音 障 が い    １４  －  －  １   －   ４   ５   ４  － 
吃 音     ８  －  －  －   １   ４   １   ２  － 
脳性言語認知障がい     －  －  －  －   －   －   －   －  － 
視 覚 障 が い     １  －  －  －   －   －   －   １  － 
情 緒 障 が い     －  －  －  －   －   －   －   －  － 
異 常 な し     ２  －  －  －   －    １   １   －  － 
そ の 他     １  －  －  －   １   －   －   －  － 
 
  エ 所属別 （単位：人） 

区 分 総 数  ０歳未満児 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 学齢児 
総 数 １，１９７  － １０ ６９ ２００ ２１１ ３６５ ３４２  － 

在 宅   １２３  －  ７ ４６  ４５  １６   ５   ４  － 
保 育 園   ３６９  －  １ １６  ６８  ６２ １０８ １１４  － 
障がい児保育対象   ２３９  －  ２  ７  ４３  ３４  ９０  ６３  － 
幼 稚 園   ４６５  －  －  －  ４４  ９８ １６２ １６１  － 
学 校      １  －  －  －   －    １   －   －  － 
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３ 訓練部門 

 

 (1) 概 要 

   医師の処方により理学療法士（２名）、作業療法士（２名）による運動療法、作業療法士

による感覚統合療法（ＳＩ）、言語聴覚士（２名）による言語療法やコミュニケーション援

助を行っており、通園児の保育にも参加している。 

   訓練を実施したケースは２５６人（理学または作業療法１７４人、言語療法８２人、う

ち複数受けているケース２人）で、あらたに訓練を開始したケースは、理学または作業療

法４５人、言語療法４２人であった。西・早良区のケースが９８.４％を占めた。理学・作

業療法の対象は脳性麻痺を中心とした脳性運動障がいが８７人で５０％を占めており、運

動発達遅滞が続いた。言語療法の対象は構音障がいが４５人、言語発達遅滞（障がい）２

０人（内自閉スペクトラム症８人）が続いた。 

 

 (2) 理学療法、作業療法、言語療法 

  ア 年齢別・性別人数 （単位：人） 

総 数  男 女  ０歳未 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 学齢児 18歳以上 

２５６  １６１ ９５  ３ １６ ２４ １９ １０ ５４ ６４ ５７ ９ 

注）年齢区分は令和２年４月１日現在の年齢による。０歳未満児とは、令和２年４月２日以降に生まれたもの。 

 

  イ 地区別人数 （単位：人） 

総 数  東 区 博多区 中央区 南 区 城南区 早良区 西 区 市 外 

２５６  － － ３ － １ ９３ １５９ － 

 

  ウ 療育件数（延べ件数） 

    理学・作業療法（個別） （単位：件） 

区    分 総   数  通   園 外   来 

理 学 療 法   ９８８  ５３９   ４４９ 

作 業 療 法 １，１３２  ４３７   ６９５ 

合    計 ２，１２０  ９７６ １，１４４ 

 

    理学・作業療法（集団） （単位：件） 

区    分 通園への関わり（知的・肢体） ＳＩグループ（外来療育グループ） 

作 業 療 法 １６３ ２７ 

理 学 療 法 １２９  
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  エ 言語療法（個別・集団）（延ベ件数） （単位：人） 

区    分 総   数  通   園 外   来 

言 語 療 法 ５８７  １６５ ４２２ 

 

   作業療法士による感覚統合療法（ＳＩ）グループは、障がい児等療育支援事業で計上し

た。 

   言語聴覚士によるコミュニケーショングループと通園児のコミュニケーション保育は、

集団コミュニケーション療法で計上した。 

 

  オ 食事指導件数（延ベ件数） （単位：人） 

区    分 総   数  通   園 外   来 

食  事  指  導 ６７  ６７ ０ 

 

   食事指導は、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士が担当して実施し、障がい児（者）

リハビリテーション料で計上した。 
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 (3) 理学療法・作業療法障がい種別人数 （単位：人） 

障 が い 種 別 総 数  
０ 歳 

未満児 
０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 

６歳児 

以 上 

総   数 １７４  ３ １６ ２４ １９  ８ ２０ ２３ ６１ 

脳
性
運
動
障
が
い 

脳 性 麻 痺 ４４ 

８７ 

 ２   ２  ３  ４  ２  ５  １ ２５ 

脳 性 麻 痺 リ ス ク  ６   １  －  ３   １  －  －  １  － 

脳 損 傷 後 遺 症  ５   －  －  １  －  －  １  １  ２ 

発達性協調運動障がい １９   －  －  －  －  －  ３ １０  ６ 

そ の 他 １３   － －  １  １   ４  ２  ５ 

そ
の
他
運
動
障
が
い 

二 分 脊 椎  ５ 

１２ 

  －   １  －  －  －  －  １  ３ 

分 娩 麻 痺  －   －  －  －  －  －  －  －  － 

筋 疾 患  ３   －  １  －  －  １  １  －  － 

そ の 他  ４   －  １  １  －  －  －  １  １ 

運
動
発
達
遅
滞 

精神運動発達遅滞 ３１ 

７４ 

  －  ５  ６  ３  ３  ４  ３  ７ 

ダ ウ ン 症 候 群 ２７   －  ４  ５  ８  １  １  ３  ５ 

低 緊 張 児  １   －  －  －   １  －  －  －  － 

特発性運動発達遅滞  ７   －  ２  ４  －  －  －  －  １ 

そ の 他  ８   －  －  －  １  １  １  －  ５ 

そ の 他  １  １   －  －  －  －  －  －  －  １ 
 
                 注）１ 年齢区分は令和２年４月１日現在の年齢による。 

                   ２ 複数の診断名がある場合、運動障がいにより関与すると思われる１つを選んだ。 

 

 (4) 言語療法障がい種別人数 （単位：人） 

障 が い 種 別 総 数  
０ 歳 

未満児 
０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 

６歳児 

以 上 

総   数  ８２   －  －  －  －   ２ ３４ ４１  ５ 

言
語
発
達
遅
滞 

精 神 遅 滞  ６ 

２０ 

  －  －  －  －  １  ３  ２  － 

自閉スペクトラム症  ８   －  －  －  －  －  １  ７  － 

受 容 性  ６   －  －  －  －  －  －  ６  － 

表 出 性  －   －  －  －  －  －  －  －  － 

構

音

障

が

い 

機 能 性 構 音 １９ 

４５ 

  －  －  －  －  － １０  ７  ２ 

運 動 性 構 音  ２   －  －  －  －  －  －  －  ２ 

器 質 性 構 音  ２   －  －  －  －  －  １  １  － 

その他の構音障がい ２２   －  －  －  －  － １４  ７  １ 

吃 音 １６ １６   －  －  －  －  １  ５ １０  － 

重 複 障 が い  １  １   －  －  －  －  －  －  １  － 

そ の 他  －  －   －  －  －  －  －  －  －  － 

 
                                 注）年齢区分は令和２年４月１日現在の年齢による。 
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 (5) 在籍児の年齢別訓練部門所属状況 （単位：人） 

区  分 
０ 歳 

未満児 
０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 6～17歳 

18 歳 

以 上 
計 

職  種 
ＰＴ 
・ 

ＯＴ 
ＳＴ 

ＰＴ 
・ 

ＯＴ 
ＳＴ 

ＰＴ 
・ 

ＯＴ 
ＳＴ 

ＰＴ 
・ 

ＯＴ 
ＳＴ 

ＰＴ 
・ 

ＯＴ 
ＳＴ 

ＰＴ 
・ 

ＯＴ 
ＳＴ 

ＰＴ 
・ 

ＯＴ 
ＳＴ 

ＰＴ 
・ 

ＯＴ 
ＳＴ 

ＰＴ 
・ 

ＯＴ 
ＳＴ 

西部療育 
センター 

のびのび 
肢 体 － － －  － － － － － ５ － ７  １ ６  １  － － － － ２０ 

知 的 － － － －  － － － － － － ３  １ ３  ２  － － － －  ９ 

きらきら 
肢 体 － － － － ６ － ９ － － － －  － －  －  － － － － １５ 

知 的 － － － － ２ － １ － － － －  － －  －  － － － －  ３ 

外来療育グループ － － ２ － １ － １ － － － －  － －  －  － － － －  ４ 

知 的 障 が い 児 施 設 － － － － － － － － １ １ １ １ ２  －  － － － －  ６ 

難 聴 幼 児 通 園 施 設 － － － －  － － － － － － －  － －  －  － － － －  － 

視覚特別支援学校幼稚部 － － － －  － － － － － － －  － －  －  － － － －  － 

聴覚特別支援学校幼稚部 － － － －  － － － － － － －  － －  －  － － － － － 

保 育 園 ・ 所 － － ４ － ７ － ２ － １ １ ２ １２ ２ １９  － １ － － ５１ 

保育園・所（障がい児保育） － － － － － － ２ － １ 
(１) － ３ 

(１)  ２ ４ ４  － － － － １６ 
(２) 

幼 稚 園 － － － －  － － １ － － － １ １７ ６ １５  － － － － ４０ 

小・中学校 

通 常 学 級 － － － －  － － － － － － －  － －  －  ９ ２ － － １１ 

通常学級 
＋通級 

聴覚障がい － － － －  － － － － － － －  － －  －  － － － －  － 

言語障がい － － － －  － － － － － － －  － －  －  １ － － －  １ 

情緒障がい － － － －  － － － － － － －  － －  －  ３ － － －  ３ 

特別支援 
学級 

知的障がい － － － －  － － － － － － －  － －  －  ４ １ － －  ５ 

情緒障がい － － － －  － － － － － － －  － －  －  １ － － －  １ 

弱 視 － － － －  － － － － － － －  － －  －  － － － －  － 

肢 体 － － － －  － － － － － － －  － －  －  １ － － －  １ 

高 等 学 校 － － － －  － － － － － － －  － －  －  １ － － －  １ 

大 学 － － － －  － － － － － － －  － －  －  － － － －  － 

知的障がい特別支援学校 － － － －  － － － － － － －  － －  －  ４ １ － －  ５ 

肢体不自由特別支援学校 － － － －  － － － － － － －  － －  － ２７ － － － ２７ 

視 覚 特 別 支 援 学 校 － － － －  － － － － － － －  － －  －  － － － －  － 

聴 覚 特 別 支 援 学 校 － － － －  － － － － － － －  － －  －  － － － －  － 

作 業 所 － － － －  － － － － － － －  － －  －  － － ９ －  ９ 

そ の 他 － － １ －  － － １ － － － １  － －  －  １ － － －  ４ 

家 庭 ３ － ９ － ８ － ２ － － － ２  － －  －  － － － － ２４ 
 
                         注）１ 年齢区分は令和２年４月１日現在の年齢による。 

                           ２ ＰＴ：理学療法士、ＯＴ：作業療法士、ＳＴ：言語聴覚士 

                           ３ （ ）内の数字は、のびのび肢体と並行通園を行っている児童。 
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４ 外来療育グループ 

 

  （単位：人） 

グ ル ー プ 名 対象児年齢 療育頻度 グループ数 延ベ在籍児数 延ベ療育人数 

ち ょ う ち ょ ０ 歳 児 月 １ 回  －   －   － 

あ り ん こ １～５歳児 月 １ 回  －   －   － 

た ん ぽ ぽ ０～５歳児 年 ４ 回  －   －   － 

と ん ぼ １～２歳児 月 １ 回  ８  ３８ １４１ 

Ｓ Ｉ グ ル ー プ 
５ 歳 児 月 １ 回  ０   ０   ０ 

小学１年生 月 １ 回  １   ５  ２７ 

コミュニケーション 
グ ル ー プ 

５ 歳 児 月 ２ 回  ２   ７  ３2 

ソ ー シ ャ ル ス キ ル 
グ ル ー プ 

５ 歳 児 月 ２ 回  ２   ６  ３４ 

２ 歳 児 
( ぷ ち ) 

月 ２ 回  １   ４  １５ 

わ ん ぱ く 学 級 
４ 歳 児 月 １ 回  ６  ２５  ９５ 

５ 歳 児 月 １ 回  ４  ２１  ６７ 

ま る ま る ４～５歳児 全 ５ 回  ０   ０   ０ 

計   ２４ １０６ ４１１ 

 
 (1) ちょうちょグループ 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、今年度は実施を中止した。 

   ア 目  的：初期の子育て支援から始まり、子どもの発達を促進する具体的な育児を

援助するとともに、保護者相互の交流の場を設けることで、保護者の不

安や悩みを語り合う場にし、不安の軽減や障がい受容を促す。 

   イ 対  象：運動障がいや精神発達の遅れが予想される０歳児 

   ウ スタッフ：保育士 １名、看護師 １名、外来専任保育士 １名 

 理学療法士・作業療法士 ４名 

   エ 療育形態：月１回 １０時～１１時３０分 

親子遊び、保護者勉強会など 

 

 (2) ありんこグループ 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、今年度は実施を中止した。 

   ア 目  的：様々な理由で親子通園を利用しづらい肢体不自由児に集団療育の場を提

供する。 

 育児に関するアドバイスや福祉に関する情報提供、保護者同士の交流の

中で、育児不安の軽減や子どもの理解を促す。 

   イ 対  象：通園対象の重度肢体不自由児や摂食に問題のある１～５歳児 

   ウ スタッフ：保育士 １名、看護師 １名、外来専任保育士 １名 

 理学療法士・作業療法士 ４名 

   エ 療育形態：月１回 １０時～１１時３０分 

親子遊び、保護者勉強会など 
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 (3) たんぽぽグループ 

   新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、今年度は実施を中止した。 

   ア 目  的：訪問での支援を受けている重症心身障がい児に、集団療育の場を提供 

し、外出の機会をつくる。 

 保護者同士の交流や情報交換の場所を設ける。 

   イ 対  象：訪問での支援を受けている未就学児  

   ウ スタッフ：医師 １名、看護師 １名、保育士 １名、外来専任保育士 １名 

 理学療法士・作業療法士（担当者）相談支援者（担当者） 

   エ 療育形態：年４回 １０時から１２時（時間内はどの時間でも自由に参加できる） 

 親子遊び、診察、発達検査（適宜）など 

 

 (4) とんぼグループ 

   ア 目  的：様々な理由で親子通園を利用しづらい知的障がい児・発達障がい児に集

団療育の場を提供するとともに、福祉情報の提供や保護者同士の交流の

中で、育児不安の軽減や子どもの状態についての理解を促す。 

   イ 対  象：通園困難な知的障がいのある１・２歳児 

   ウ スタッフ：保育士 ３名、相談支援員 １名、外来専任保育士 １名、発達相談員 ２名 

   エ 療育形態：月１回 １０時３０分～１１時３０分、 

 集団保育、保護者勉強会、分園説明会など 

 

 (5) ＳＩ（感覚統合）グループ 

   ア 目  的：感覚統合に何らかの困難さを持ち、感覚を受け取る力の難しさ、運動の

苦手さ、不器用さのある子どもたちに対して、感覚統合理論に基づいて、

様々な活動を経験し、感覚の調整力を促し、ボディイメージや運動企画

を高める場を提供する。また、保護者の子どもへの理解を深める支援を

行う。 

   イ 対  象：知的に境界域～正常域で運動の苦手さ、手先の不器用さのある５歳児・

小学１年生 

   ウ スタッフ：外来専任保育士 １名、作業療法士 ２名 

   エ 療育形態：月１回 １５時４５分～１６時４５分 

 

 (6) コミュニケーショングループ 

   ア 目  的：小集団で、やりとりや、ゲーム、話し合い活動を行い、コミュニケーシ

ョンスキルの獲得を促す。保護者が子どもの状況を把握し、就学に向け

スムーズに移行できるよう支援する。 

   イ 対  象：知的に境界域～正常域で集団場面でのコミュニケーション面に苦手さが

みられる、発達障がいのある５歳児 

   ウ スタッフ：外来専任保育士 １名、言語聴覚士 ２名、（発達相談員）１名 

   エ 療育形態：月２回 １４時３０分～１５時３０分 

 

 (7) ソーシャルスキルグループ 

   ア 目  的：発達障がいの子どもたちに小集団で活動を楽しむ場を提供し、対人意識

や自己コントロール力を育むとともに、保護者同士の交流の中で育児不

安の軽減や子どもの理解を促す。 

   イ 対  象：心理面、行動面での問題が顕著にみられる、年長の発達障がい児 

   ウ スタッフ：発達相談員 ４名、外来専任保育士 １名 

   エ 療育形態：月２回 １４時３０分～１５時３０分（５歳児） 
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 (8) ソーシャルスキルグループ（ぷち） 

   ア 目  的：２歳児の発達障がい（リスク）児の保護者への育児支援を行う。 

   イ 対  象：知的な遅れのない２歳児の発達障がい（リスク）児 

   ウ スタッフ：発達相談員 ２名、外来専任保育士 １名 

   エ 療育形態：月１回 １０時３０分～１１時３０分 

 

 (9) わんぱく学級 

   ア 目  的：幼稚園・保育園に通っている知的障がい児・発達障がい児の集団活動 

と、就学に向けての情報提供や保護者同士の交流を図る。 

   イ 対  象：幼稚園・保育園に通っている中～軽度知的障がい、発達障がいの４～５歳

児 

   ウ スタッフ：保育士 ４名、発達相談員 ５名、外来専任保育士 １名 

   エ 療育形態：月１回 １４時３０分～１５時３０分 

 集団活動、保護者勉強会など 

 

 (10) まるまるグループ 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、今年度は実施を中止した。 

   ア 目  的：保護者に子どもの行動に着目し、適切な関わり方について理解を促す。

保護者同士の交流の場を提供する。 

   イ 対  象：知的な遅れのない４～５歳児の発達障がい児をもつ保護者 

   ウ スタッフ：発達相談員 ２名 

   エ 形  態：ペアレントトレーニングを用いた連続講座 

 全５回 １０時３０分～１２時 

 

 

５ その他の相談事業 
 

 (1) 障がい児通園施設等の利用契約補助業務 

障がい児通園施設等の利用契約関連業務のうち申請児の受付・面接、事後指導、進路調

整の業務等を行った。 

対象人数 ３５４人 

 

 (2) 重症心身障がい児（者）巡回訪問支援事業 

児童相談所が実施していた「福岡市在宅重症心身障がい児（者）巡回訪問支援事業」を

平成１４年度から福岡市社会福祉事業団が引き継いで実施している。 

在宅の重症心身障がい児（者）に対し、医師・療法士・相談支援専門員等が家庭訪問を

行い、日常生活・家庭療育・家庭環境の改善等に関する助言・支援を行うことにより、障

がい児（者）および家庭の福祉の増進を図ることを目的とする。 
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第 ３ 通 園 事 業 
 

 

西部療育センターは「児童発達支援センター」で、知的障がい児（発達障がい児も含む）と肢体

不自由児の療育を実施している。 

きらきら園は１～２歳児、のびのび園は３～５歳児を対象としている。 

 きらきら園では、知的発達の遅れのある子ども２４人、運動発達に遅れのある子ども１４人

が通園した。また、のびのび園では、知的発達に遅れのある子ども６４人、運動発達の遅れの

ある子ども１９人が通園した。年度末在籍数の合計は１２１人だった。 

 

１ 定 員 
 

  １日定員７０人。（定員超過利用で１４０％、最大９８人受け入れた） 

 

２ 療育の目標 
 

○ いきいきと生活できるこども 

   ・身辺自立を目指しながら、生活や遊びに意欲的に取り組めることを大切にする。 

○ のびのびと遊べるこども 

   ・遊びを通して興味、関心を広げ、深めることを大切にする。 

○ きらきらと自分を表現できるこども 

   ・自分の要求や思いを伝えようとする子どもの姿を大切にする。 

   ・気持ちのやりとりを楽しめることを大切にする。 

 

３ クラス編成 （単位：人） 
 

編 成 区 分 クラス名 
曜日別通園児数 ※１ 部

屋
位
置 

主な通園方法 

職
員
※
２ 

備 考 
月 火 水 木 金 

の
び
の
び
園 

単
独
通
園 

知的障がい 
３～５ 
歳 

く ま １１ １１ １１ １１ １１ 

１階 
単独通園バス 

３  
う さ ぎ １１ １１ １１ １1 １1 ３  
き り ん １１ １１ １１ １１ １１ ３  
こ あ ら １１ １１ １１ １１ １１ ３  
ぞ う １１ １１ １１ １１ １１ ３  
り す  ９  ９  ９  ９  ９ ４  

肢体不自由 ５歳 ぱ ん だ  ６  ６  ６  ６  ６ ３  

親
子
通
園 

肢体不自由 
※３（３歳児） 

４歳 らいおん  ８  ８  ８  ８  ８ 

親子通園バス 

又は 

自家用車等 

２  

３歳 ぺんぎん  ５  －  ４  １  ５ 

３階 

２  

き
ら
き
ら
園 

知的障がい 
※３ 

２歳 
ひよこＡ  ６  － １１  ５  － 

２ ひよこＡ・Ｂ・Ｃは兼任 ひよこＢ  －  ５ ※４(１０)  －  ５ 
１歳 ひよこＣ  －  １ －  １  １ 

肢体不自由 
※３（２歳児） 

２歳 は と Ａ  －  ８  －  ８  － 
２ はとＡ・Ｂ・Ｃは兼任 

１歳 
は と Ｂ  －  ２  －  －  － 
は と Ｃ  －  －  ４  －  － 

計 ８９ ９４ 
９８ 
(９７) 

９３ ８９     

         ※１ 児童数は、令和３年３月末日現在 

         ※２ 臨時的任用職員を含む 

         ※３ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、分散通園を実施。 

         ※４ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、ＡグループとＢグループが隔週通園 

とした。 
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４ 日 課 
 

時 間 
単独通園  

(知的・肢体) 

親子通園 

 (知的・肢体) 
備考 

９：00 通園バス発  ○肢体不自由児単独通園 

…個別訓練（週１回） 

 ＯＴ保育（年３回） 

 ＳＴ保育（年４回） 

○肢体不自由児親子通園 

…個別訓練（１～４歳児週１回） 

 ＯＴ保育（２～４歳児年２～３回） 

 ＳＴ保育（２歳児年１回、 

３・４歳児年２～３回） 

○知的障がい児親子通園 

 ＯＴ学習会 

（２歳児年１回通園日毎で４回） 

 ことばの保育・学習会 

  （２歳児年１回） 

10：00 登園（バス着） 

更衣・排泄・自由遊び 

朝の会・おやつ・給茶 

設定保育 

10：30登園（バス着） 

朝の会 

おやつ・給茶 

設定保育 

12：00 

 

 

 

14：00 

給食・歯磨き 

 

自由遊び 

 

更衣・排泄・給茶 

給食・歯磨き 

 

自由遊び 

帰りの準備・帰りの会 

降園（バス発） 

 

 

14：30 

帰りの準備・帰りの会 

 

降園 

 

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、「親子通園」は 登園時間を10：30とした。 

                        「単独通園」は 降園時間を14：30とした。 

 

５ 年間行事 
 

月 の び の び 園 き ら き ら 園 

４月 入園式 年長児発達検査（４月開始～６月） 保育開始 

５月 
肢体不自由児単独通園開始 
前期目標面談（５～６月）  

 
前期目標面談（知的） 

６月 学校見学（６月開始～７月まで） 前期目標面談（肢体・知的） 

７月 肢体不自由児年中分離開始 園長懇談（知的） 

８月 夏休み（６日間） 後期目標面談（肢体） 夏休み（９日間） 

９月 後期目標面談  

１０月 
オータムフェスタ、秋の遠足 
園長懇談（肢体）、保育所交流（肢体） 

後期目標面談 
施設見学、進路面接 

１１月 
保育所交流 
バス散歩（11月～12月） 

 

１２月 冬休み 冬休み 

１月 １年間のまとめ面談 クラス懇談（肢体） 

２月 
１年間のまとめ面談 
バス散歩（２月下旬～３月上旬） 

園長懇談 
１年間のまとめ面談（肢体・知的） 

３月 卒園式 園長懇談（肢体） 春休み 園長懇談 春休み 

毎月の行事 
避難訓練／誕生会／学習会／クラス懇談 
（知的障がい）個別保育参観 自由保育参観 

 

定期健康診断等  内科健診／歯科健診・視機能評価（希望者のみ） 
※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、以下の年間行事を中止とした。 

 ＜両園共通＞施設プール（通年）、きょうだい児保育、日曜参観、家庭訪問、クラス交流会（肢体） 

 ＜のびのび園＞春の遠足、運動会（オータムフェスタで代替実施） 
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６ 療育内容 
 

 (1) 通園形態 

  ア 親子通園 

    １～２歳児の知的障がい児と１～４歳児の肢体不自由児が親子同伴で通園している。

子育ての具体的な方法を保護者に提案し、家庭での育児がより円滑に行われるよう援助

している。また、保護者同士の交流の機会にもなっている。 

 

  イ 単独通園 

    ３～５歳児の知的障がい児と、５歳児の肢体不自由児が保護者のもとから毎日通園バ

スで通園している。一人ひとりの状態や、年齢に応じた保育を通して、対人関係・社会

性・基本的生活習慣等の発達を促している。知的障がい児と肢体不自由児が同じフロア

で過ごしているため日常的に交流する機会がある。 

 

 (2) センター機能を活かした療育 

  ア 様々な相談への対応 

    保護者が不安に思われる障がいや病気、福祉制度、発達についての相談を小児科医（セ

ンター長）・看護師・ケースワーカー・発達相談員などによって年間計画に沿って実施し

ている。また保護者の希望によっては精神科の診療も行っている。 

 

  イ 作業療法士（ＯＴ）と理学療法士（ＰＴ）、言語聴覚士（ＳＴ）との連携 

    知的障がい児、肢体不自由児（２～５歳）を対象に、日常的な活動を通した姿勢調査

や感覚運動面・ことばやコミュニケーション能力などを、保育担当者を中心にＯＴ、  

ＰＴ、ＳＴとともに育てていくことと、保育担当者の資質向上を目的として実施してい

る。 

 

【実施内容例（３、４、５歳児）】 

知的障がい児クラス 肢体不自由児クラス 

【ＯＴ保育】 
・姿勢チェック（全員、年２回） 
・ＯＴによる保育観察 

（各クラスより個別ケースに感覚の特徴、運
動面、生活面について助言） 

・その他カンファ等で感覚チェック相談 
 
◎保護者学習会 

【ＯＴ】 
◎ＯＴ保育 
・着脱 ・運動会競技姿勢確認 
・福祉用品見学 ・スヌーズレン 
・くるくるカップ ・サポートブックについて 
◎保護者学習会 
【ＰＴ】 
◎ＰＴ保育 
・トイレの姿勢確認 
・運動会競技姿勢確認 
・サポートブック 

【ＳＴ保育】 
◎保護者学習会 
◎言語相談（新入園児、年長児） 
◎個別訓練（ＳＴ・保育スタッフ対応） 
◎食事評価 ８名 

【ＳＴ】 
◎ことばの保育 
・サポートブック ・おやつ ・乾布摩擦 
・ボールスライダー ・買い物ごっこ 
・大きなかぶ 
◎保護者学習会 ◎言語相談（全員） 



－ 26 － 

 (3) センター独自の療育 

  ア 水泳指導 

    目的：・水に触れる楽しさを知る。 

       ・継続的に水に入る経験をすることで、全身の感覚や運動発達を刺激し促進を

図る。 

       ・溺れない技術を身につける。 

       ・水に入るための社会的ルールを身につける。 

    内容：施設内のプールを活用し、各クラス月１～２回程度保護者同伴のもと実施して

いる。 

 

    実施状況 

ク ラ ス 回 数 

知的障がい（単独） ３～５歳（６クラス） ０ 

肢 体 不 自 由  ３～５歳（３クラス） ０ 

知的障がい（親子） ２歳  （２クラス） ０ 

肢 体 不 自 由  ２歳  （１クラス） ０ 

    ※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、通年で中止とした。 

 

  イ 保育所交流（のびのび園） 

    地域の同年齢の子どもたちとともに様々な遊びや行事などを体験し、社会性や対人共

感性を深める機会として、近隣保育所と年間を通した交流を行っている。 

 

 令和２年度 保育所交流実績 

 日（曜） 時 間 内 容 場所 
対   象 のびのび園参加人数 

保 育 所 のびのび園 児 職員 ボラ等 

１ １０/１９（月） 10:40～11:15 園庭開放 姪保 ０ １クラス ６ ５ － 

２ １０/２０（火） 10:40～11:15 園庭開放 姪保 ０ １クラス ４ ３ － 

３ １０/２２（木） 10:40～11:15 園庭開放 姪保 雨天中止 １クラス － － － 

４ １１/２ （月） 10:40～11:15 園庭開放 姪保 雨天中止 ２クラス － － － 
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７ 療育人数・療育日数 （単位：人・日） 
 

区  分 

のびのび園（３～５歳児） きらきら園（１・２歳児） 

計 

単 独 通 園 親 子 通 園 

知 的 

障がい 

３～５歳児 

肢 体 

不自由 

５歳児 

肢 体 

不自由 

４歳児 

肢 体 

不自由 

３歳児 

知 的 

障がい 

２歳児 

知 的 

障がい 

１歳児 

肢 体 

不自由 

２歳児 

肢 体 

不自由 

１歳児 

実 療 育 人 数     ６４    ６     ８     ５    ２１   ３   ８   ６    １２１ 

療 育 日 数    ２２５   ２２３   ２１６   １６４   ２０１  ５９  ９８  ９３  １,２７９ 

延要療育人数 １３,３０４ １,２４２ １,３１３   ５４３ １,５７１  ６０ ５１０ ２４６ １８,７８９ 

延 療 育 人 数 １１,１２５ １,１２２   ６８９   ３００   ９１１  ５７ ３６１ １８５ １４,７５０ 

出 席 率 ８３.６％ ９０.３％ ５２.５％ ５５.２％ ５７.９％ ９５.０％ ７０.８％ ７５.２％ ８１.３％ 

 

 

８ 在籍児の状況 

 (1) 年度始末別 （単位：人） 
 

区     分 Ｒ２年４月 Ｒ３年３月 

のびのび園 

（３～５歳児） 

知的障がい 
初日在籍 ６４  

末日在籍  ６４ 

肢体不自由 
初日在籍 １９  

末日在籍  １９ 

きらきら園 

(１･２歳児) 

知的障がい 
初日在籍 １４  

末日在籍  ２４ 

肢体不自由 
初日在籍 １１  

末日在籍  １４ 

 

 (2) 年齢別 （単位：人） 
 

区  分 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 計 

のびのび園 

（３～５歳児） 

知的障がい 

男  －  －  ５ １７ ３０  ５２ 

女  －  －  －  ５  ７  １２ 

小計  －  －  ５ ２２ ３７  ６４ 

肢体不自由 

男  －  －  ３  ２  ３   ８ 

女  －  －  ２  ６  ３  １１ 

小計  －  －  ５  ８  ６  １９ 

きらきら園 

(１･２歳児) 

知的障がい 

男 ３ １８  －  －  －  ２１ 

女  －  ３  －  －  －   ３ 

小計 ３ ２１  －  －  －  ２４ 

肢体不自由 

男 ４  ５  －  －  －   ９ 

女 ２  ３  －  －  －   ５ 

小計 ６  ８  －  －  －  １４ 

計 ９ ２９ １０ ３０ ４３ １２１ 

※ 令和３年３月末日現在 
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 (3) 発達診断種別 （単位：人） 
 

区   分 
のびのび園（３～５歳児） きらきら園（１･２歳児) 

計 
知的障がい 肢体不自由 知的障がい 肢体不自由 

精 神 遅 滞 １１  －  ２  －  １３ 

精神運動発達遅滞  － １３  ５  ９  ２７ 

脳 性 運 動 障 が い  １  ６  －  ５  １２ 

発 達 障 が い ５２  － １７  －  ６９ 

そ の 他  －  －  －  －   － 

計 ６４ １９ ２４ １４ １２１ 

※ 令和３年３月末日現在 

 

 (4) 居住地別 （単位：人） 
 

区   分 中央区 城南区 早良区 西 区 市 外 計 

のびのび園 

(３～５歳児) 

知的障がい － － １９ ４５ －  ６４ 

肢体不自由 １ －  ５ １３ －  １９ 

きらきら園 

(１･２歳児) 

知的障がい － －  － ２４ －  ２４ 

肢体不自由 － －  ５  ９ －  １４ 

計 １ － ２９ ９１ － １２１ 

                      ※ 令和３年３月末日現在 

 

 (5) 新規入園児の入所前の状況 （単位：人） 
 

区    分 
のびのび園 (３～５歳児) きらきら園 (１･２歳児) 

計 
知的障がい 肢体不自由 知的障がい 肢体不自由 

在 宅  －  － １３  － １３ 

西
部
療
育
セ
ン
タ
ー 

知的障がい児のびのび園（３～５歳児）  －  －  －  －  － 

肢体不自由児のびのび園（３～５歳児）  １  －  －  －  １ 

知的障がい児きらきら園（１・２歳児）  ２  －  －  －  ２ 

肢体不自由児きらきら園（１・２歳児）  － ５  ２  －  ７ 

西 部 外 来  ２  －  １ ７ １０ 

保育園（さぽ～と保育）  ７ １  １  －  ９ 

保育園（さぽ～と保育以外）  －  －  １  －  １ 

幼 稚 園  ５  －  －  －  ５ 

他 の 施 設  ４  －  － １  ５ 

転 居  －  －  －  －  － 

分 園  ６  －  －  －  ６ 

計 ２７ ６ １８ ８ ５９ 
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 (6) 進路状況 （単位：人） 
 

在籍クラス 

進 路 先 

のびのび園(３～５歳児) きらきら園(１･２歳児) 
計 

知的障がい 肢体不自由 知的障がい 肢体不自由 

西

部

療

育

セ

ン

タ

ー 

知的障がい児のびのび園 

（３～５歳児クラス） 
２７  ２  ８   １  ３８ 

知的障がい児きらきら園 

（１・２歳児クラス） 
 －  －  ３  －   ３ 

肢体不自由児のびのび園 

（３～５歳児クラス） 
 －  ７  －  ３  １０ 

肢体不自由児きらきら園 

（１・２歳児クラス） 
 －  －  －  ５   ５ 

他 の 通 園 施 設  －  －  ８  ４  １２ 

保育園（さぽ～と保育）  －  ３  １  １   ５ 

保育園（さぽ～と保育以外）  －  －  －  －   － 

幼 稚 園  －  －  ４  －   ４ 

小 
 

学 
 

校 

通 常 学 級  －  －  －  －   － 

特
別
支
援
学
級 

知的障がい ２１  －  －  －  ２１ 

情緒障がい  －  －  －  －   － 

肢体不自由  －  １  －  －   １ 

聴覚障がい  －  －  －  －   － 

言語障がい  －  －  －  －   － 

弱   視  －  －  －  －   － 

特別支援学校（知的障がい） １６  －  －  －  １６ 

特別支援学校（肢体不自由）  －  ５  －  －   ５ 

特別支援学校（病弱）  －  －  －  －   － 

特別支援学校（視覚）幼稚部  －  －  －  －   － 

特別支援学校（聴覚）  －  －  －  －   － 

在     宅  －  －  －  －   － 

転     居  －  １  －  －   １ 

そ  の  他  －  －  －  －   － 

計 ６４ １９ ２４ １４ １２１ 

                                ※ 令和３年３月末日現在 
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第 ４ 訪問支援事業 
 

 

１ 特別支援保育（さぽ～と保育）への技術援助 

 

  福岡市では「障がい児保育」を平成１４年度より市内全認可保育園で実施している。 

 

 (1) 障がい児保育対象児 

全対象児（市内全域） ２４２園 ７９７人  

当センター在籍児で対象児  ８２園 ２３５人  

 

 (2) 障がい児保育対象児への援助 

個 別 面 接 ・ 診 察 件 数 １９２件   

園訪問（施設支援）件数   １件   

 

 (3) 研修の受け入れ、講師派遣 

通園施設体験研修受け入れ ５件   

研 修 会 講 師 派 遣 ０件   

 

 (4) 障がい児保育指導委員会への派遣（１名） 

指導委員会（対象児の判定協議、指導委員会活動、保育所への指導等に関する協議など、

年１５回）に参加している。 

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、研修は行われなかった。 

 

(5) 障がい児保育訪問支援事業 

平成１５年度から心身障がい福祉センター所属の訪問支援保育士による支援が開始され

た。早良区・西区エリアの園に対しては、当センターで平成２０年１２月から試行、平成

２１年４月から実施し、現在通園係の保育士１名が専任、１名が兼任で訪問支援を行った。 

事業内容は、保育園を訪問し保育に参画しながら具体的な援助を行う訪問支援と、園内

研修や障がい児保育研修への参画がある。 
 

訪問支援 

(保育参加) 

訪問延ベ日数 ８８園 

支援件数 
障がい児保育対象児 ５７人 

対 象 外 児 ８９人 

園内研修    ７園 

その他研修参加    ２回 

     ※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、緊急事態宣言中は訪問支援を中止した（実働期間

６月１５日～１月６日） 
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２ 私立幼稚園障がい児支援事業 

 

 (1) 概  要 

私立幼稚園障がい児支援事業は、障がい児が通園する私立幼稚園に対して訪問、助言な

どの支援を行うことを目的に、平成２３年度に福岡市から当事業団に委託され、あいあい

センターで支援を行ってきた。平成２８年度から当センターにも専任保育士１名を配置し、

現在専任１名、兼任１名で支援を行っている。 

 

 (2) 目  的 

障がい児の療育経験が豊かな保育士が配置され、私立幼稚園からの電話相談に応じ、幼

稚園からの要請に応じて訪問支援や研修を行い、障がい児支援事業の充実を図ることを目

的とする。 

 

 (3) 対  象 

福岡市西区、早良区の私立幼稚園 

 

(4) 事業内容 

ア 電話相談 

私立幼稚園からの電話相談を受け、助言等を行っている。 

イ 訪問支援 

私立幼稚園からの要請に応じて訪問し、具体的な支援を行っている。 

ウ 研修への参画 

私立幼稚園からの要請に応じて園内研修での助言や研修講師を務めている。 

 

 (5) 事業実績 

 訪問園数 １８（延４７）園 

訪問相談人数 ６７人 

園内研修回数  ２回 

電話相談件数 ９件 

       ※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、緊急事態宣言中は訪問支援を中止した（実働

期間６月１５日～１月６日） 

 

３ 保育所等訪問支援事業 

 

 (1) 概  要 

保育所、幼稚園等の児童が集団生活を営む施設に通う障がい児に対して、障がい児以外

の児童との集団生活への適応のための専門的な支援を行っている。 
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 (2) 内  容 

・ 保護者からの希望があり、園の理解と協力が得られ、市からの支給決定を受けてい

る障がい児を対象としている。 

・ 当センターの職員が、通園されている保育所・幼稚園等を訪問し、集団生活の適応

に向けた支援や在籍する園の職員等への支援、相談を行っている。 

 

    （実績） 

契約人数 － 

延べ利用人数 － 

利用実人数 － 

 

４ 居宅訪問型児童発達支援 

 

(1) 概  要 

外出することが著しく困難な障がい児の居宅を訪問し、日常生活における基本的な動作

の指導、知識技能の付与等の支援を行っている。 

 

 (2) 内  容 

   ・ 児童発達支援計画を作成し、当該計画に基づく療育及び保育を行っている。 

   ・ 障がい児の居宅を訪問し、支援を行っている。 

 

 (3) 対  象 

重症心身障がい児などの重度の障がいがあって、児童発達支援等の障がい児通所支援を

受けるために外出することが著しく困難な障がい児 

 

    （実績） 

契約人数 １人 

延べ利用人数 ２人 

利用実人数 １人 
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第 ５ 障がい児等療育支援事業 
 

 

１ 概  要 

 

西部療育センターでは、平成１４年度の開設時に「障がい児（者）地域療育等支援事業」

を福岡市から受託し、地域での療育・生活を支援するサービスを実施している。平成１８年

１０月の障害者自立支援法施行に伴い、本事業を「障がい児等療育支援事業」として受託し

実施している。 

 

 (1) 目  的 

障がい児の地域での生活を支えるため、身近な地域で療育支援や相談が受けられるよう

療育機能を充実させるとともに、地域の関係機関との連携により福祉の向上を図る。 

 

 (2) 対  象 

福岡市早良区・西区在住の重症心身障がい児（者）・知的障がい児・身体障がい児・発達

障がい児・医療的ケア児 

 

 

２ 事業内容 

 

(1) 在宅訪問等による療育支援 

在宅障がい児（者）の家庭に定期的もしくは随時訪問するか、地域を巡回し、在宅障が

い児及びその保護者に対して各種の相談・支援を行う事業。 

 

(2) 外来による療育支援 

   障がい児及び保護者に対し、外来の方法により、各種の相談・支援を行う事業。 

 

(3) 施設訪問による療育支援 

   障がい児通園事業を行っている施設、障がい児保育を行う幼稚園・保育園の職員等に対

して療育に関する技術支援を行う事業。 

 

 

３ 実施状況 

 

(1) 在宅訪問等による療育支援 

   本人の体調や家庭状況により来所困難な方に医師・理学療法士・作業療法士・保育士等
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が訪問し、診察・訓練・保育等を実施している。訓練・保育を担当する職員がそれぞれ訪

問し、通園や外来療育開始に向け、本人・家族の状況を整えている。 

 

(2) 外来による療育支援 

   発達相談員・保育士による個別や集団での療育、作業療法士や言語聴覚士による集団で

の療育、保護者向けの勉強会を実施している。保護者向けの勉強会については、新型コロ

ナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、今年度は実施を中止した。 

 

(3) 施設支援による療育支援 

   小学校・特別支援学校・幼稚園・保育園・通園施設等に訪問し、施設支援を実施してい

る。学校へは理学療法士・作業療法士・言語聴覚士が肢体不自由児のケースに実施した。

通園施設への支援は、野の花に対しては、言語聴覚士が訪問し、言語相談や保護者学習会

などの支援を実施した。また、分園に対しては、例年、発達相談員・ケースワーカー・作

業療法士・言語聴覚士が支援を実施しているが、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防

止の観点から、今年度は訪問での支援は実施せず、音声を入れたスライドを上映する形式

での保護者学習会を実施した。 

 

  （実績） 

 
(1)在宅訪問等による支援 件 数 
 ①個人宅    １ 
 ②通園施設    ２ 
 ③病院・施設等     － 

計    ３ 

  
(2)外来による支援 件 数 
 ①グループ外来療育 ２４４ 
 ②わんぱく学級グループ療育 １６７ 
 ③個別療育・面接 ４１７ 
 ④障がい児保育個別面接  ６９ 
 ⑤保護者勉強会   － 

計 ８９７ 

 

(3)施設訪問による 

  支援 

 職 種 支
援
対
象
児
数 

件 

数 

※ 

医 

師 

Ｐ
Ｔ
／
Ｏ
Ｔ 

Ｓ
Ｔ 

指
導
員 

発
達
相
談
員 

Ｃ
Ｗ 

 ①通園施設 ４ １ － ３ － － －  ７ 
 ②障がい児保育 １ － １ － － － －  １ 
 ③幼稚園・保育園 １ －  － － － －  １ 
 ④成人施設  － － － － － － －  － 
 ⑤学校 ２ － ２ ２ － － －  ６ 
 ⑥その他の関係機関  － － － － － － － － 

計 ８ １ ３ ５ － － － １５ 

※同一施設に複数職員が訪問した場合も１件とカウントしている。 
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第 ６ 障がい児相談支援事業 

    （障がい者相談支援事業） 
 

 

１ 概 要 

 

西部療育センターでは、平成１４年度開設時に「障がい児（者）地域療育等支援事業」を

受託し、身近な地域での療育・生活についての相談支援を行い、平成１９年度からは平成  

１８年１０月の障害者自立支援法施行にともなって「障がい者相談支援事業」として実施し

てきた。 

さらに平成２４年度には、障害者自立支援法・児童福祉法の一部改正により、児童デイサ

ービス及び障がい児施設の一元化が図られ、当センターも「児童発達支援センター」として

施設の専門性を活かし地域の中核的な療育支援を担う施設として位置づけられた。 

また、相談支援事業は「指定特定相談支援事業及び指定障がい児相談支援事業」として地

域支援の強化機能に位置づけられ、相談支援事業に加えて、通園や居宅サービス利用のため

の利用計画作成やモニタリングなどを行っている。 

 

 (1) 対象者 

福岡市早良区・西区在住の重度心身障がい児（者）､知的障がい児、発達障がい児、肢体

不自由児、医療的ケア児 

 

 (2) 事業の内容 

  ・ 生活全般に関する相談支援 

     育児、家事、福祉サービス利用、医療、健康、家族関係、人間関係、経済、家計、 

     権利擁護 等 

・ 障がいの理解、受容に関する支援 

・ 地域の障がい福祉事業者や通園施設等の情報提供、活用支援 

・ 障がい児支援利用計画等の作成及び評価 

・ 訪問、来所等による継続的モニタリング 

・ 福岡市障がい者等地域生活支援協議会、個別ケア会議等への参加 

・ 関係機関との連携、調整 

・ その他必要な相談支援、助言 
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２ 実施状況 

 

 (1) 相談支援 

   当センターの相談支援は、１８歳未満を対象としているが、施設の性格上、年齢構成で

は、就学前が全体の９３％、学齢期が全体の５％を占めている。子どもの様子や保護者の

心配事を整理しながら、受診や関係機関につなげている。関係機関と連絡を取りながら支

援を継続したケースもあった。 

   新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、訪問での相談は大きく減少したが、

電話や来所での相談は増加した。相談件数全体でもここ数年増加傾向にある。 

 

 

 表１ 相談対象年齢 （単位：人） 

年齢構成 ０～５歳 ６～11歳 12～14歳 15～17歳 18～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50歳以上 不明 総計 

人 数 ９６６ ５０ ２ ３ ５ ３ 2 － － １ １，０３２ 

 

 表２ 障がい種別 （単位：人） 

区分 重症心身障がい 身体障がい 知的障がい 発達障がい 精神疾患 その他 不明 総計 

人 数 ２０ ６２ １１２ ７７１ － ５８ ９ １，０３２ 

 

 表３ 相談支援件数 

相 談 支 援 件 数 

（ア）相談援助 － 

 ①来所相談 ９３４ 

 ②電話相談 ２，６９７ 

 ③訪問相談 ４６ 

 ④同行・引率 ３０ 

 ⑤他機関調整 １，２３８ 

 ⑥ケア会議 １８７ 

 ⑦社会資源の情報収集 － 

 ⑧その他 ６ 

    生活支援相談援助 計 ５，１３８ 

（イ）ボランティア育成 － 

（ウ）地域啓発事業 － 

 

 表４ 障がい児支援利用計画作成件数 

 件 数 

 利用計画案作成 １４８ 

 利用計画作成 １５９ 

 モニタリング ２３０ 
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 (2) 福岡市障がい者等地域生活支援協議会 

   福岡市においては、従前の福岡市地域自立支援協議会が見直され､平成２４年８月に「福

岡市障がい者等地域生活支援協議会」が設置された。相談支援専門員は、西区及び早良区

部会に区部会委員、オブザーバーとして参画している。新型コロナウイルス感染症の感染

拡大防止のため、会議の中止やオンラインでの開催があった。 

 

    福岡市障がい者等地域生活支援協議会   １回 

    早良区部会・西区部会         １１回 

    その他                 ９回 

 

 (3) その他の連携会議等   １２回 

  ・ 福岡県支援事業受託施設連絡協議会 

   （福岡県、福岡市、北九州市の障がい児等療育支援事業を受託する施設の連絡協議会） 

・ 相談支援連絡会 

    （障がい児相談支援事業を実施する民間児童発達支援センター、あゆみ学園、めばえ

学園、心身障がい福祉センター、東部療育センターとの連携会議） 

・ 事業団相談支援会議 

    （心身障がい福祉センター、東部療育センター、めばえ学園、あゆみ学園との連絡会

議） 
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第 ７ 日中一時支援事業 
 

 

１ 概 要 

 

「日中一時支援事業」は、平成１８年１０月から障害者自立支援法における地域生活支援

事業としてスタートし、現在に至る。保護者又は家族の疾病、事故、出産その他の理由によ

り、家庭において保護を受けることが困難となった児童を対象に、事業者が管理運営する施

設で、一時的に保護を行うサービスである。 

また平成２１年１１月から、新たに（知的障がいを伴わない）発達障がい児を対象に加え、

サービスを提供している。さらに平成２２年１０月から緊急特別枠（一時的に定員を超える

ことが可能）を実施し、急な利用にも対応できるようになった。 

 

２ 事業内容 

 

 (1) 対象児      １歳児から就学前までの知的障がい児、肢体不自由児及び発達障が

い児 

 

 (2) 契約       福岡市からの受給者証交付ののち、保護者と西部療育センターとの契約 

 

 (3) 利用の要件 

    ○社会的理由  疾病、就労、出産、冠婚葬祭、事故・災害、看護、学校等の公的行

事への参加等 

    ○私的理由   旅行、休息等 

    ※ 通園日についても、利用は可能 

 

 (4) 事業開始日    平成１６年７月１日（短期入所事業として開始） 

 

 (5) 利用日      月曜日から金曜日まで 

            ただし休園日及び祝祭日、行事等により対応が困難な日を除く 

 

 (6) 利用時間     ９：００～１６：３０ 

 

 (7) 利用人員     １日あたりの利用定員は４人～７人 

            ９：００～１４：００（３人） １４：００～１６：３０（４人） 

            （緊急特別枠 ９：００～１６：３０） 

 

 (8) 利用回数     各人 上限月５回 

 

 (9) 昼食       給食は希望者に、１食６５０円で提供（１日３食まで） 

            当日９：００以降の申し込みについては、弁当持参 

 

 (10) 交通       通園児は、希望があれば、親子通園の通園バスを利用することがで

きる（１０：００着・１４：００発） 
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３ 実施状況 

 

 (1) 利用の状況 

開館日数 実施日数 契約者数 実施回数 利用実人数 給食提供 

２２１日 ２１５日 １５８人 １，２２８回 ９２人 ３６１食 

 

 (2) 支給決定区分別実施回数 （単位：回） 

区  分 単価１ 単価２ 単価３ 遷延性 重症心身 計 

４時間未満  ９０ ２１７ ５３５ － ３３   ８７５ 

４時間以上  ３７  ６５ １９８ － ５３   ３３５ 

８時間以上   －   －   － －  －    － 

計 １２７ ２８２ ７３３ － ８６ １，２２８ 

 

 (3) 利用者障がい種別人数 （単位：人） 

総数  知的障がい 肢体不自由 重症心身障がい 遷延性障がい 発達障がい 

１５８  １２０ ７ ８ － ２３ 
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第 ８ 給 食 
 

 

１ 概 要 

 

通園部門（きらきら園、のびのび園）と西障がい者フレンドホーム「生活介護事業」利用

者及び「日中一時支援事業」利用者のうち希望者に給食を提供した。対象年齢が１歳から成

人までと幅広く、提供食数と特別食の形態が多いのが特徴である。 

 

２ 調理状況 

月 

知
的
障
が
い 

肢
体
不
自
由 

生

活

介

護 

日

中

一

時 

職

員

等 

提

供

食

数 

給

食

日

数 

日
平
均
食
数 

主
菜
特
別
食 

粗

み

じ

ん 

あ

ら

小 

み

じ

ん 

極 
 
 

小 

ペ

ー

ス

ト 

ア
レ
ル
ギ
ー(

卵) 

ア
レ
ル
ギ
ー(

牛
乳) 

ア
レ
ル
ギ
ー(

そ
の
他) 

合
計
食
数 

４
月 

178 35 82 4 0 299 15 20 
児 18 0 0 0 0 17 8 0 43 

生 0 0 0 0 17 0 0 1 18 

５
月 

458 79 98 24 0 659 18 37 
児 83 8 5 0 1 30 12 3 142 

生 0 0 0 0 23 0 0 0 23 

６
月 

1,280 241 148 12 0 1,681 22 76 
児 49 71 17 0 3 70 28 1 239 

生 0 0 2 0 27 0 0 1 30 

７
月 

1,253 251 135 24 0 1,663 21 79 
児 233 47 11 0 3 58 24 2 378 

生 0 0 0 0 19 0 0 0 19 

８
月 

815 153 93 25 0 1,086 14 78 
児 130 30 6 0 2 47 28 4 247 

生 0 0 0 0 17 0 0 0 17 

９
月 

1,104 246 138 33 0 1,521 19 80 
児 186 48 15 0 4 57 24 1 335 

生 0 0 0 0 18 0 0 0 18 

１０
月 

1,208 258 156 32 0 1,654 21 79 
児 269 36 17 0 5 78 26 4 435 

生 0 0 1 0 14 0 0 1 16 

１１
月 

1,110 232 121 42 0 1,505 19 79 
児 206 26 12 0 2 72 19 7 344 

生 0 0 1 0 23 0 0 1 25 

１２ 
月 

1,164 244 129 41 0 1,578 19 80 
児 199 15 15 0 4 70 18 4 325 

生 11 0 0 0 17 0 0 0 28 

１
月 

960 173 113 41 0 1,287 16 80 
児 158 11 11 0 2 39 14 2 237 

生 0 0 0 0 20 0 0 1 21 

２
月 

990 210 119 44 0 1,363 18 76 
児 153 15 18 0 3 59 23 0 271 

生 0 0 0 0 21 0 0 0 21 

３
月 

1,127 232 119 46 0 1,524 18 85 
児 182 19 24 0 1 60 25 2 313 

生 2 0 0 1 17 0 0 0 20 

合
計 

11,647 2,354 1,451 368 0 15,820 220 － 
児 1,866 326 151 0 30 657 249 30 3,309 

生 13 0 4 1 233 0 0 5 256 

 児：知的障がい 肢体不自由（通園児）  生：生活介護事業（利用者） 
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３ 特別食内容 

 

一人ひとりの咀嚼力・嚥下力に合わせた形態に調理し、提供している。また、必要に応じ

てグラインダーや茶こしを使用している。 

アレルギーを持つ児童に対して、卵等のアレルギー食材を他の食材に置き換え、個別に調

理したアレルギー除去食を提供している。 

 

 令和２年１０月 実績 

主 菜 特 別 食 
提供食数 

主 食 特 別 食 
提供食数 

通園児 生活介護 通園児 生活介護 

お
か
ず 

ペースト   ５ １４ 

ご
は
ん 

ペースト   ４ １２ 

極小   －  － かゆ  ３８  － 

みじん  １７  １ 軟  ８３  － 

粗小  ３６  － 白ご飯  ２３  － 

粗みじん ２６９  － 

パ
ン 

ペースト   －  ４ 

ア
レ
ル
ギ
ー 

卵  ７８  － かゆ   ２  － 

牛乳  ２６  － ミルク浸し  １３  － 

その他   ４  １ スティック   ２  － 

   －  － 

メ
ン 

ペースト   －  ２ 

   －  － みじん   ２  － 

   －  － 粗みじん   ３  － 

   －  － ２cm  ２４  － 

   －  － ５cm  １１  － 

小計 ４３５ １６ 小計 ２０５ １８ 

    計 ６４０ ３４ 

 

４ その他 

 

〇 児童の栄養摂取状況を把握するため、必要に応じ個別に栄養価を算定している。 

〇 保護者からの要望に応え、給食のレシピを作成し配布している。 

〇 単独通園時の保護者対象に学習会を実施している。 

〇 咀嚼訓練として必要な園児には野菜スティックやパンスティックを提供している。 

〇 個人の摂食状況に対応した食器類（ガード皿、角皿、ファミリアスプーン、エジソンス

プーン）を使用している。 
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第 ９ 分園すてっぷ南庄 
 

 

１ 概  要 

 

西部療育センター分園すてっぷ南庄は、増大する療育ニーズに応えるため、また幼稚園・

保育園に通いながら専門的支援を受けたいというニーズに応えるため、児童発達支援事業所

として平成２８年４月から開設している。 

 

 

２ 目  的 

 

発達にばらつきやつまずきを持つ児に対し、一人ひとりの発達特性に合わせた支援を行う

ことで、児に対しては発達を促し、保護者に対しては発達特性の理解を進めることで、子育

ての支援を行っている。 

 

 

３ 対  象 

 

福岡市内に住居する、発達にばらつきやつまずきを持つ児（３～５歳） 

 

 

４ 事業内容 

 

〇 単独通園  週１日 （幼稚園・保育園との並行通園児） 

〇 単独通園  在宅児・児童発達支援センター内定保留児等 

〇 親子通園  月２日 （幼稚園・保育園との並行通園児） 

 

 

５ 実施状況 
 

 単独通園 親子通園 計 

年 間 在 籍 児 数 （ 人 ） ３３ ２７    ６０ 

実 施 日 数 （ 日 ） －   ２０８ 

延 療 育 人 数 （ 人 ） － １，７２２ 

一日平均療育人数（人） －     ８ 
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第 １０ 啓発に関する事業 
 

 

１ 地域の子育て支援「きらきら広場」 

 

 (1) 概  要 

   地域の３歳未満児の子育て支援を目的として、西区在住の未就園児とその保護者を対象

に、遊びの場の提供とスタッフによる親子遊びや手遊びの紹介、紙芝居や絵本の読み聞か

せ等を行う。 

 

 (2) 事業実績 

   新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、全面中止。 

（単位：人） 

日 時 

子ども 

 

（人） 

保護者 

 

（人） 

リピーター 

 

（組） 

交通手段 
情報源（組） 

※複数回答有り 

徒 歩 自転車 その他 
市 政 

だより 

チラシ 

ポスター 
友だち 

不 明 

その他 

５月 － － － － － － － － － － 

６月 － － － － － － － － － － 

９月 － － － － － － － － － － 

１０月 － － － － － － － － － － 

１１月 － － － － － － － － － － 

１２月 － － － － － － － － － － 

合計 － － － － － － － － － － 

 

 

２ センター公開講座 

 

 (1) 概  要 

   早良区・西区の幼稚園・保育所の先生向けの講座及び施設見学を行い、発達障がい児と

その支援方法について理解を深めていただくとともに、支援施設としての当センターを周

知してもらう機会とする。 

 

 (2) 事業実績 

   新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、中止。 

参加者数 参加園数 

－ － 
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３ せいぶ・フレンドフェア 

 

 (1) 概  要 

   地域の方々に身近な障がい児・者施設への理解を深めていただくことを目的とした地域

啓発イベントである。 

 

 (2) 事業実績 

   新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、今年度は実施を中止した。 

参加者数 

－ 

 

 

４ ボランティア養成講座 

 

 (1) 概  要 

西部療育センターにおいて、福岡市全域の方を対象に、「ためになるボランティア養成講

座」として、講義、実技、施設紹介のＤＶＤ鑑賞を実施している。 

「様々な障がいのある子どもとのコミュニケーション」、「障がいのある子の理解と関わ

り方のポイント」、「西部療育センターのボランティア活動、登録について」等をテーマに

言語聴覚士、保育士、作業療法士がそれぞれ講義を行っている。 

 

 (2) 事業実績 

   新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、今年度は実施を中止した。 

参加者数 うちボランティア登録者数 

－ － 

 

 

５ 地域との連携 

 

地域の関係団体、機関と以下のような関わりをもち、地域の一員としての役割を担った。 

 

 (1) 事業実績 

団体・機関名 担当内容 主な担当 実  績 回数 備    考 

内浜校区 委 員 次 長 － － 中止のため、案内等なし 

内浜校区 

人権尊重推進協議会 
運 営 委 員 相 談 係 長 － － 

新型コロナウイルス感染症

の感染拡大防止のため中止 

今津特別支援学校 サ ポ ー タ ー 相 談 係 長 サポーター会議 １回   

 



－ 45 － 

第 １１ そ の 他 
 

 

１ 実習生・見学者 

 

 (1) 実習生 

福祉人材育成に寄与するため、実習生を下表のように受け入れた。周辺大学、短大、専

門学校からの実習の依頼があり、中高総合学習では､当センター周辺の学校、職場体験では

保育士（さぽ～と保育体験）、特別支援学校教諭、介護等体験の学生などを受け入れている。

今年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、可能な範囲で受け入れ

たものもあるが、大部分は中止となった。 

 

 【実習の内容】 

養 成 種 目 項  目 
養成機関別 

計 
４年制大学 短 期 大 学 専 門 学 校 そ の 他 

保 育 士 

養成機関数  －  － － ５ ５ 

件 数  －  － － ５ ５ 

延 日 数  －  － － ５ ５ 

学 生 実 数  －  － － ５ ５ 

社会福祉士 

養成機関数  －  －  －  － － 

件 数  －  －  －  － － 

延 日 数  －  －  －  － － 

学 生 実 数  －  －  －  － － 

言語聴覚士 

養成機関数  －  － －  － － 

件 数  －  － －  － － 

延 日 数  －  － －  － － 

学 生 実 数  －  － －  － － 

理学療法士 

養成機関数  －  －  －  － － 

件 数  －  －  －  － － 

延 日 数  －  －  －  － － 

学 生 実 数  －  －  －  － － 

作業療法士 

養成機関数  －  － －  － － 

件 数  －  － －  － － 

延 日 数  －  － －  － － 

学 生 実 数  －  － －  － － 

臨床心理士 

養成機関数  －  －  －  － － 

件 数  －  －  －  － － 

延 日 数  －  －  －  － － 

学 生 実 数  －  －  －  － － 

養 成 機 関 数 合 計  －  － － ５ ５ 

件 数 合 計  －  － － ５ ５ 

延 日 数 合 計  －  － － ５ ５ 

学 生 実 数 合 計  －  － － ５ ５ 

 ※件数：同じ学生の場合は同一件数で計上 
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 (2) 職場体験（幼稚園・保育園交流保育・介護体験等） 

 件  数 実施日数 体験者数 

職場体験 － 件 － 日 － 人 

 

 (3) 見学者 

   

 【施設見学者の状況】 

施 設 区 分 区 分 西 早良 城南 南 中央 博多 東 市外 県外 国外 計 

行 政 機 関 
見学者数 － － － － － － － － － － － 

団 体 数 － － － － － － － － － － － 

福祉関係団体 
見学者数 － － － － － － － － － － － 

団 体 数 － － － － － － － － － － － 

民生児童委員 
見学者数 － － － － － － － － － － － 

団 体 数 － － － － － － － － － － － 

福祉施設職員 
見学者数 － － － － － － － － － － － 

団 体 数 － － － － － － － － － － － 

学 校 関 係 
見学者数 － － － － － － － － － － － 

団 体 数 － － － － － － － － － － － 

学 生 
見学者数 － － － － － － － － － － － 

団 体 数 － － － － － － － － － － － 

病 院 
見学者数 － － － － － － － － － － － 

団 体 数 － － － － － － － － － － － 

そ の 他 
見学者数 － － － － － － － － － － － 

団 体 数 － － － － － － － － － － － 

見学者数合計 － － － － － － － － － － － 

団 体 数 合 計 － － － － － － － － － － － 
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２ 研修・研究 

 

 (1) 派遣研修 

派遣職員 派遣先 期 間 研  修  会  名 

保育士 
春日市 
久留米市 

３日間 サービス管理責任者・児童発達支援管理者研修（基礎） 

保育士 
理学療法士 

春日市 １日間 サービス管理責任者・児童発達支援管理者研修 

保育士 
社会福祉職 

福岡市 ５日間 福岡県相談支援従事者初任者研修 

保育士 福岡市 ４日間 福岡県相談支援従事者現任研修（更新） 

社会福祉職 オンライン １日間 ペアレントトレーニング基礎講習会 

 

 (2) 職場研修 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、可能な範囲で実施した。 

実 施 日 内 容 （テーマ） 講   師 

令和２年４月１日（水） 服務研修 次長 

－ 個人情報取り扱い研修 
取り扱いマニュアル抄
読し、レポートを提出 

－ メンタルヘルス研修 
「机周りの整理整頓週間」
を設定し、各自で実施 

－ 接遇研修 
コミュニケーションに
ついてレポートを提出 

－ 児童虐待防止及び人権についての研修 
資料を抄読し、レポー
トを提出 

 

 (3) 講師派遣 

派 遣 先 職  種 派 遣 内 容 回数 

生の松原特別支援学校 言語聴覚士 療育・教育相談 ３回 

今津特別支援学校 言語聴覚士 療育・教育相談 ４回 

麻生学園 保育士 研修会講師 １回 

 

 (4) 研究発表・論文著作等 

項目 内容（テーマ） 研究会  

論文発表 
胃ろう栄養の重症心身障害児の
「食べる」を支援する 

令和二年度福岡市社会福祉事業
団研究・実践成果発表 

迎田 寛子 
浮橋 美貴 
江島こずえ 
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３ 乳幼児健診への協力 

 

小児科医が福岡市の保健福祉行政への協力の一環として、乳幼児健診に従事しているが、

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、中止した。 

事  業  名 場  所 実施件数 
従事職員数 

（実人数） 
従事職員 

乳幼児健康診査 西区保健福祉センター － 件 － 人 センター長 

 

４ 福岡市就学相談会 

 

令和２年度は２９６人の就学予定児について、保護者の了解を得て、心身状況の情報提供

を行った。 

なお、センター長が福岡市教育委員会からの依頼で、就学指導委員会委員に委嘱されてい

る。 

 

５ ボランティア 

 

 (1) 登録者の状況 

   新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、今年度の新規登録は中止した。 

 

 【ボランティア登録者の年齢構成】 （単位：人） 

 19歳以下 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 合計 

女 － １ ４ ７ １ ３ － － １６ 

男 － － －  － － － － － － 

合 計 － １ ４ ７ １ ３ － － １６ 

 

 (2) 活動状況 

区   分 活 動 項 目 合計 

通園係 通園児 保育補助、託児（きらきら園） ７０ 

保育補助、託児（のびのび園） 
ＭＲ － 
ＭＤ － 

きょう 
だい児 

各種活動は新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止
のため中止した 

－ 

行事関係 運動会、芋ほり除草作業、芋ほり遠足 － 

相談係 外来療育 
きょうだい児託児は、新型コロナウイルス感染症の感染
拡大防止のため中止した 

－ 

教材製作 １６ 

合     計 ８６ 

 



 

施設のご案内 

利 用 時 間 

〇西部療育センター 

 月～金曜日   ９時～１７時 

 

交 通 機 関 

〇地下鉄・ＪＲ    「姪浜駅」下車徒歩５分 

〇西鉄バス 

  ・西区役所北側「内浜西区役所前」下車 

   徒歩３分 

  ・ウエストコート東側「内浜ウエストコート東」下車 

   徒歩５分 

 

連 絡 先 

 〇 所在地  〒８１９－０００５ 福岡市西区内浜一丁目５番５４号 

 〇 ＴＥＬ  （０９２）８８３－７１６１ 

 〇 ＦＡＸ  （０９２）８８３－７１６３ 

 〇 ホームページアドレス  http://www.fc-jigyoudan.org/seibu/ 
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